
健康・医療に関する国際展開について

健康・医療の国際展開の方向性

日本の国際的な医療事業拠点の現状（政府支援に関わるもの）

平成２９年度中には合計２３ヶ所が開業
●：平成２８年度末時点で開業済み（１７ヶ所）、 ●：平成２９年度中の開業予定（６ヶ所）、 ○：実行可能性調査中の医薬品工場（１ヶ所）

北斗画像診断センター（ロシア）、
平成25年5月開設、医療法人北斗

Japan Tabarak Hospital（エジプト）、
平成29年8月開設予定、
国際フロンティアメディカルサポート等

カイコウカイクリニックスナヤン（インドネシア）、
平成26年7月開設、医療法人偕行会

日本・ベトナム消化器内視鏡トレーニングセンター（ベトナム）、
平成26年7月開設、名古屋大、富士フイルム

透析センター・CTセンター
（ミャンマー）、平成26年
8月・平成27年9月開設、
グリーンホスピタルサプライ

内視鏡トレーニングセンター（インドネシア）、
平成26年9月開設、
日本消化器内視鏡学会、オリンパス

日本式大腸がん検診システム

トレーニングセンター（ブラジル）、
平成27年1月開設、
東京医科歯科大、富士フイルム

大雄会レオクリニック（ミャンマー）、
平成27年2月開設、大雄会

乳がん検診センター（ミャンマー）、
平成27年2月開設、メディヴァ、富士
フイルム、亀田総合病院、岡山大

普華相澤リハビリテーションセンター
（中国）、平成27年3月開設、慈泉会（相澤病院）

循環器病画像診断センター（ロシア）、
平成27年9月開設、MEJ、
東芝メディカルシステムズ

国際先進消化器内視鏡センター
（フィリピン）、平成27年10月開設、
消化器健康医療機構（神戸大学）

乳がん検診センター（カタール）、
平成28年2月開設、富士フイルム

メディパス中央病院
（モンゴル）、
平成28年2月開設、
メディヴァ

オリンパスメコン外科トレーニングセンター（タイ）、
平成28年７月開業、オリンパス 日本式健診・検査センター

（カンボジア）、
平成29年開設予定、
結核予防会

サンライズジャパンホスピタル（カンボジア）、
平成28年9月開設、日揮、産業革新機構、
北原国際病院

アジアリハビリテーションセンター（仮称）
（ベトナム）、
平成29年開設予定、北原国際病院

生活習慣病予防・治療センター（仮称）
（中国）、平成29年10月開設予定、日本トリム

SAKRA WORLD HOSPITAL（インド）、
平成26年3月開設、セコム医療、
豊田通商

後発医薬品工場（アゼルバイジャン）、
実行可能性調査中、日揮他 ウラジオストクリハビリテーションセンター（仮称）

（ロシア）、平成29年5月事業体開設、
平成30年開院予定、医療法人北斗、日揮

人間ドックセンター（ベトナム）、
平成29年開設予定、国際医療福祉大、
東芝メディカルシステムズ

健康・医療戦略の下、日本の国際医療拠点として平成２９年度中に２３ヶ所が運営を開始。

相手国からはこれらの拠点が自国における医療の高度化に資するとともに、高齢化社会を
見据え、予防、リハビリテーション、自立支援型介護等、裾野の広いヘルスケア産業の拠
点となることへの期待あり。

医療

介護
―自立支援－

予防
―食事・運動等－

生活
―住宅・街づくり等－

医薬品の新興国への展開

【課題】

●日本の医薬品産業が新興国市場に展開するためには、新興国の医薬品の

自給力の向上、安全対策の管理能力の向上等への期待に応える相互互恵

的なアプローチが重要。

●そのためには、日本の医薬品企業等がこうした考え方の下、新興国での事

業に取組む場合、日本の政府、学会、医療者等が必要な支援を適切な形で

行うパッケージ化の枠組みの検討が必要。

●例えば、産官学・医連携のプラットフォームの構築。

産官学・医連携プラットフォームに係る全体イメージ図

〇 新興国市場の開拓
○ 国際競争力のある
医薬品産業の育成

□ 医薬品の自給能力向上
□ 安全対策の管理能力の向上
□ アジア等地域での医薬品の
供給網の確立

医薬品企業等
産官学・医連携のプラットフォーム
新興国における医薬品の自給力や安全対

策の管理能力の向上等への支援

ｚ日本の国際的な医療拠点との連携新興国

参加
医療／学術（学会等）
／政府／ＰＭＤＡ 等

個別企業による
調査・製造・販売・流通等

複数企業による共同での
調査・製造・販売・流通等

新会社設立、
共同プラントの設立等

連携

具体的な事業

新興国

新興国に拠点を設置等

アジア健康構想の推進

新興国での介護事業と日本で実習を受ける人材還流のイメージ図

□高齢者関連産業の振興
□自立支援等専門的な
介護技術の習得

教育・研修

〇 新しい市場の開拓
〇 自立支援等、高度な
介護人材の充実

【経緯（平成２８年度）】

●健康・医療戦略推進本部が「アジア健康構想に向けた基本方針」を決定。

●官民連携プラットフォームとなる「国際・アジア健康構想協議会」を設置。

【今後の方向】

■今秋、技能実習の新法施行と同時に介護職種を追加。また、入管法の改正

により、留学後、介護福祉士の資格を取得した者は在留資格を取得可能。

■このような日本の新しい制度と日本の事業者の海外展開とを連携させた

人材還流を実現。

■こうした構想の進捗を踏まえ、相手国と２国間覚書等を作成。

アジア健康構想に関連する介護・リハビリテーション等の事業者のアジア展開状況（一部の事例）

ウラジオストクリハビリテーションセンター
（仮称）ロシア、医療法人北斗

長者滙（中国）、
サンガグループ

介護施設運営（台湾）、サンガグループ

大規模養老施設（中国）、
銀座メディカルグループ

SAKRA WORLD HOSPITAL
（インド）、セコム医療、
豊田通商

メディパス中央病院
（モンゴル）、メディヴァ

Riei nursing home 
LadPro （タイ）、リエイ

普華相澤リハビリテーションセンター
（中国）、慈泉会（相澤病院）

礼愛老年看護服務中心
（中国）、リエイ

上海礼愛顧養院
（中国）、リエイ

礼愛介護老年中心
（中国）、リエイ

介護施設（マレーシア）、
メディカルケアサービス

Tetsuyu Home Care
（シンガポール）、
鉄祐会

南通瑞慈美邸護理院（中国）、
メディカルケアサービス

ナースエイドスクール（タイ）、
エイジケアインターナショナル

介護人材育成、日本語教育（ベトナム）、
のぞみグループ

小規模多機能施設（フィリピン）、インフィック

日本語教育（モンゴル）、
ＭＯＮＩ

介護人材育成、日本語教育（ベトナム）、
ネクストシェアリング

介護人材育成、日本語教育
（ミャンマー）、アルプス技研

北京漢琨病院（中国）、
トリムメディカル

介護施設運営（ベトナム）
エフビー介護サービス

デイケアサービス（ベトナム）、ポラリス介護施設運営（ベトナム）、亀田グループ、メディヴァ

サンライズジャパンホスピタル

（カンボジア）、日揮、産業革新
機構、北原国際病院

介護人材育成、
日本語教育
（モンゴル）、大夢原
コーポレーション

新興国における医薬品の自給力や安全対策の管理能力の向上等への支援と
日本の医薬品産業の展開のパッケージ化のイメージ図

●：展開済み
●：準備中

産官学・医連携の
プラットフォーム
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歯科臨床技術研修センター（インドネシア）、
平成28年9月開設、
モリタ、医療法人社団ベル歯科

資料１


